
ひらめき箱（意見・要望等）対応状況 

番号 ２ 開封日 令和５年４月１７日 

ご  意  見 

人吉市内の河川（鬼木川・山田川・球磨川）の土砂が積もっていて、大雨

の時に大丈夫か心配です。早く堆積物を取り除いて欲しいです。以前、市の

アンケートにも書きましたが、一向によくならないので今回書きました。梅

雨も近くなってきたのでよろしくお願いします。 

回       答 

 御意見いただきありがとうございます。復興支援課から御回答させていた

だきます。 

住民の皆様が球磨川及び支川の堆積土砂の撤去を望まれていることを、市

も十分に理解しており、市長を先頭に様々な機会を捉えて国土交通省や熊本

県に撤去をお願いしております。 

国土交通省（球磨川）におかれては、令和２年７月豪雨により堆積したと

推定される約１２５万㎥に加えて、令和５年５月末までの約８９万㎥、合計

で約２１４万㎥の土砂撤去を実施し、令和５年１０月からは九日町地区と小

柿地区の河川内の堆積土掘削を実施されております。 

 熊本県（鬼木川・山田川）におかれましても、豪雨により堆積したと推定

される約８６万㎥に加えて、令和５年５月末までの約３３万㎥、合計で約１

１９万㎥の土砂撤去を実施されました。また、万江川・鹿目川で R5.6～10 月

迄実施されており、更に万江川、山田川で R5.11～R6.3 月迄の実施とのこと

です。 

今後も引き続き、住民の皆様が、安心・安全に暮らす事ができるよう、国

や県などの関係機関へ要望してまいります。 

 

ひらめき箱に関する事務を担当しております地域コミュニティ課から、頂

いた御意見に対して、市民コーナーに設置しております回答集や市ホームペ

ージの情報更新が大変遅れましたことを、深くお詫び申し上げます。 

 



ひらめき箱（意見・要望等）対応状況 

番号 ３ 開封日 令和５年４月１７日 

ご  意  見 

球磨川や支流の胸川、鬼木川、万江川等の砂利を取ってください。だいぶ

川のはんらんが違うと思います。 

回       答 

 ご意見いただきありがとうございます。復興支援課から御回答させていた

だきます。 

住民の皆様が球磨川及び支川の堆積土砂の撤去を望まれていることを、市

も十分に理解しており、市長を先頭に様々な機会を捉えて国土交通省や熊本

県に撤去をお願いしております。 

国土交通省（球磨川）におかれては、令和２年７月豪雨により堆積したと

推定される約１２５万㎥に加えて、令和５年５月末までの約８９万㎥、合計

で約２１４万㎥の土砂撤去を実施し、令和５年１０月からは九日町地区と小

柿地区の河川内の堆積土掘削を実施されております。 

 熊本県（胸川・鬼木川・万江川）におかれましても、豪雨により堆積した

と推定される約８６万㎥に加えて、令和５年５月末までの約３３万㎥、合計

で約１１９万㎥の土砂撤去を実施されました。また、万江川・鹿目川で R5.6

～10 月迄実施されており、更に万江川、山田川で R5.11～R6.3 月迄の実施と

のことです。 

今後も引き続き、住民の皆様が、安心・安全に暮らす事ができるよう、国

や県などの関係機関へ要望してまいります。 

 

ひらめき箱に関する事務を担当しております地域コミュニティ課から、頂

いたご意見に対して、市民コーナーに設置しております回答集や市ホームペ

ージの情報更新が大変遅れましたことを、深くお詫び申し上げます。 

 



ひらめき箱（意見・要望等）対応状況 

番号 ４ 開封日 令和５年４月１７日 

ご  意  見 

給食センターで使用する野菜（キュウリやトマト等）を、市内の各小中学

校にて１校１品作って全学校分をまかなうのはどうでしょうか？ 

回       答 

 日頃より、学校給食事業へ御理解と御協力をいただき感謝申し上げます。 

 給食センターから回答させていただきます。 

 給食センターで使用する食材につきましては、地元を中心とした学校給食

用物資納入業者へ登録された業者より安全、良質、廉価なものを誠実に納入

してもらい、安心、安全、そして美味しい給食を提供するよう取り組んでい

るところです。 

 これまでも授業で育てた大根などが、給食センターに提供があった時は、

積極的に献立に取り入れ、子供たちが育てた食材を取り入れることでの教育

効果も大きいと実感しているところです。 

 御提案いただきました市内各小中学校で１校１品を作り、全学校分をまか

なってはどうかということでございますが、給食食材の例をあげますと１日

の量としましてキュウリは８０ｋｇ、トマトは８５ｋｇを必要とするため、

この量の野菜を育てる場合は、それ相応の耕作面積と管理も必要となり、食

材の量と質そして確実に納品していただく必要があるため難しいかと思われ

ます。 

 しかしながら、これまでも食材の一部として取り入れたこともございます

ので、各学校から提供が有る際には献立に取り入れて参りたいと思います。 

学校の調理授業で自らが作った野菜を利用するなどの取り組みは、食育の

観点からも良い取り組みになるかと思われます。 

 今後も、安心、安全に美味しい給食を提供するため努力を続けて参ります

ので、学校給食に対するご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

ひらめき箱に関する事務を担当しております地域コミュニティ課から、頂

いたご意見に対して、市民コーナーに設置しております回答集や市ホームペ

ージの情報更新が大変遅れましたことを、深くお詫び申し上げます。 

 


